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表3

桜咲く春、学年が上がって新学期が始まりました。
新しい友だちや先生にちょっぴりドキドキしている人
もいるかもしれません。でも、実は緊張しているのは

子どもたちだけではあり
ません。『がっこうだって
どきどきしてる』この絵本
の主人公は新しくできた
ばかりの学校。学校がど
んなところか知らない「が
っこう」は、とても心配で
す。やってきた子どもたち
は乱暴だったり、「がっこう

なんて大きらい」と言ったり。がっこうは腹を立てう
っかり非常ベルを鳴らしてしまいます。でも、最初の
日が終わるころには子どもたちと過ごす1日がちょ
っぴり楽しくなってきて…？ドキドキしているのは学
校も同じ、と思うとなんだか少し気が楽になりませ
んか？
こちらの学校でも、新学期早
々びっくりすることが起きまし
た。『タヌキの土居くん』さん
かく山のふもとの山下小学校
は１年から６年まで児童はみん
なで１０人。ところが新学期最
初の月曜日、３年生のアカネち
ゃんが登校すると隣の席の土
居くんがタヌキになっていたのです！実は土居くん、もと
もとタヌキだったのですが新学期の目標が「なかよく、
元気に、しょうじきに！」に決まったので正直にタヌキのま
までいることに決めたのです。そんな土居くんにみんな
驚きましたが、次第に受け入れて一緒に体操や合奏をし
て楽しい1日を過ごします。ところが、次の日学校に行く
ともっとびっくりすることが待っていました。それはいっ
たい…？こんなゆかいな学校、ちょっとお邪魔してみた

くなりますね。　　
　さて、日本では４月から学校が始まりますが、海外
では９月や３月に始まるところ
もあります。『のぞいてみよう
外国の小学校』はいろいろな
国の学校の様子がわかるシリ
ーズです。新学期が始まる時
期もさまざまですが、お休みの
曜日など違いが多いことに気
が付きます。チェスが必修の学校もあったり、授業
より習い事を優先させてもいい国があったり、驚く
こともたくさんありますよ。
こちらの９月スタートのアメリカの小学校でも、大騒

動の1年が始まります。『合言葉はフリンドル！』ニック
は面白いアイデアを次々思いつく男の子。３年の時に
は教室を南の島にしてしまったり、先生に絶妙なタイミ
ングで質問して授業を半分潰したり。でも、５年になっ
て国語の担当がグレンジャー先生になると、手強くて、
思い通りにいきません。先生をどうにかやりこめたい
一心で、ニックはある作戦を思いつきます。ペンをフリ
ンドルと呼び、新しい言葉を広めることにしたのです。
子どもたちが結託し、学校中で広まると先生はそれを

禁止します。でも、メディ
アに取り上げられ、町中、
アメリカ中を巻き込んで
フリンドルという言葉が
大ブームになってしまい
ます。さてニックとグレン
ジャー先生の言葉の戦
争はどうなるのでしょう。

フリンドルという言葉がどうしてこんなに広まっていっ
たか。最後まで読むとその素敵な秘密がわかりますよ。
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刷・製本会社はみつかりませんでした。そこで、ベネ

デュースは休暇で訪れた日本で、面識のあった出版

人に仮製本したスケッチ（ダミー）を見せました。その

一人であった今村廣（当時の偕成社専務。のちの二代目

社長）が、日本の製本会社を紹介し、出版が実現する

ことになったのです。『はらぺこあおむし』の原書

“The Very Hungry Caterpillar”の初版には、

Printed in Japanと印刷されています。

　その後、多くのロングセラー絵本を生み出した

カールですが、そのあざやかな色づかいやサービス

精神旺盛なアイディアはどこからくるのでしょうか。｠

　カールは1929年に生まれ、６歳までアメリカで育

ちました。光あふれる幼稚園で自由に絵を描き、先

生にほめられたことを覚えているといいます。その

後、両親の故郷ドイツに引っ越し、多くの親族とくら

します。自然とのつきあい方を教えてくれた父、祖

父母やにぎやかなおばたち、日曜画家だったおじな

ど、愛情深い大人たちがエリック少年を育みました。

　一方、入学した小学校は、暗くかたくるしいところ

でした。アメリカでののびのびした生活から一変、厳

しい規律をたたきこまれ、体罰まで経験します。

　さらに、ナチスが支配するドイツでは、芸術にふ

れる自由も制限されていました。そんななか、カー

ルの才能を見込んで、ナチスに禁じられていたドイ

ツ表現主義やピカソ、クレーなどの絵をこっそり見

せてくれた美術教師もいました。

とはいえ、その後の戦争体験は彼の心に影を落

とします。

　カールは大人になってアメリカに戻り、40歳近く

なって絵本作りに出会ったとき、自分のなかに押し

込められていた「子ども」が解き放たれたように感じ

たと述べています。大胆な構図や色への憧れも、ド

イツ時代の体験と無関係ではないでしょう。　

カールは小学校時代の経験から、自身の絵本が「家

庭という安心できる場所から学校という秩序の世界

へ入っていく子どもたちにとって架け橋となる『さ

わって感じる本、読めるおもちゃ』であってほしい」と

語っています。そして、作品にできるだけ多くの要素

を取り入れ、多様な一人一人の興味にこたえたいと

述べています。

　こうした思いで作られたカール作品のほとんどは、

子どもの成長に欠かせない普遍的なテーマを扱って

います。昆虫や動物、天体、命の循環といった自然の

営み、親子の愛情や友だち関係、芸術への思いなど、

文化や言語をこえて共感を呼ぶ題材で物語を紡い

でいるのです。そこには常に、子どもたちの感性や探

求心を信じる姿勢があるように思われます。

４月25日から、東京都現代美術館で「エリック・

カール展　はじまりは、はらぺこあおむし」が開催さ

れます。本展覧会では、『はらぺこあおむし』をはじ

めとする絵本の貴重な原画に加え、ダミーブックや

コラージュに用いられた素材など約180点が展示

される予定です。原画を鑑賞しながら絵本をひらく

ことで、エリック・カールの作品世界をより立体的に

楽しめるのではないかと思います。




